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400万円

300万円

200万円

100万円

0円

平成13年度 平成23年度

子どもへの仕送り
（他会計への繰出金）

家の増改築費
（普通建設事業費）

光熱費・教育費など
その他生活費
（物件費・維持補修費他）

ローン返済
（公債費）

医療費
（扶助費）

食費
（人件費）

375万円

96万円

28万円
36万円

104万円

77万円

34万円

483万円

105万円

90万円

31万円

136万円

87万円

34万円

支出
10年前とは、どう変わった？

　食費とローン返済は減少しています
が、医療費が大幅に増加しています。
　医療費の多くは制度として支出が義務
づけられており、内容の見直しが柔軟に
できる家の増改築費とは違い、節約が難
しい経費です。
　食費・医療費・ローン返済が増加する
と、自由に使えるお金が減ってしまうた
め、今後も注視が必要です。

　多額の費用がかかる公共施設や道路などを建設するとき、市は長期のローン
（市債の発行）を組んでいます。ローンを組まないで建設をすると、建設時の
市民の負担が大きくなるほか、その影響でほかのサービスの低下をまねいてし
まう可能性もあります。そこで、建設費用を将来にわたって分割して返済をし
ていくことで、その施設を使う「次世代の市民」と「建設当時の市民」との間
に不公平が生じないようにしています。

　毎年、財政健全化法に基づき、お財布の健康診断をしています。５つに分かれている全てのお財布
の中身、借金や貯金の状況などが判断材料になります。財政健全化法では、「早期健全化基準」を超
えると「経過観察」＝「黄信号」とされ、「財政再生基準」を超えると「要治療」＝「赤信号」と判
断されます。平成23年度の健康診断の結果、海老名市は早期健全化基準を大きく下回り、「健康状態
良好」と診断されました。

問企画財政課☎（235）8453海老名市のお財布事情

10年前とは、どう変わったの？年収500万円の家計に例えると
どのくらい貯金と借金があるの？
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平成13年度

前年度からの繰り越し
（繰越金）

生活資金のためのローン借り入れ（臨時財政対策債）平成13年度：６万円、平成23年度：０円

平成23年度

417万円

500万円

家の増改築のためのローン借り入れ
（市債）

親からの仕送り
（地方交付税）

諸手当
（国県支出金他）

基本給
（市税）

家賃収入
（分担金・負担金他）

貯金の取り崩し
（繰入金）

32万円
15万円
25万円

23万円
26万円
25万円
22万円

４万円

84万円

247万円

257万円

143万円

４万円４万円

収入

100万円

75万円

50万円

25万円

0円

平成13年度 平成23年度
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100万円

0円

平成13年度 平成23年度

59万円
307万円

91万円
270万円

32万円
増えました

37万円
減りました 貯金が増えて、

借金は減りました

貯金 借金

どうして借金をするの？ ～市債を発行する理由～

お財布の健康診断をしました！

どうして収入が増えたの？

収入はこれからも増えていくの？

医療費（扶助費）が増えているのはなぜ？

　子ども手当や生活保護費の支給など、
国や県から諸手当をもらう事業が増えた
ことが、最も大きな要因です。

　収入の大半を占める基本給（市税）は、
10年前と比較すると増加していますが、
景気低迷や少子高齢社会の進行により平
成20年度から４年連続で減少しており、
今後も厳しい状況が予想されます。

　医療費のうち、子どもに関するものは
約４倍、障がい者と生活保護に関するも
のは約３倍増加しました。社会情勢の変
化や国の社会保障制度の改訂が要因と考
えられます。

借金をする

理由

　　　　　　検　査　項　目

一般会計の赤字の割合（実質赤字比率）

すべての会計の赤字の割合（連結実質赤字比率）

年間の借金返済額の割合（実質公債費比率）

将来負担する見込みの負債の割合（将来負担比率）

検査結果

赤字はありません

赤字はありません

1.0%

算定されませんでした

黄信号
（早期健全化基準）

12.32%

17.32%

25%

350%

赤信号
（財政再生基準）

20％

35%

35%


